
ふるさと応援ファンディング 

県（事業を提案した担当部署） 

（県内） 
提案した団体 

（全国） ①寄付の働きかけ 

 （クラウドファンディングも活用） 

＜概要＞ 
   ・県の担当部署や団体が、寄付を募って実施したい事業を提案 
   ・この事業をふるさと納税の対象として、クラウドファンディングも活用しながら寄付を働きかけ 
   ・事業実施に際し、寄付者を招待するなど寄付者との関係を築くようなお礼を進呈 

②
寄
付 

＜団体からの提案の場合＞     
県事業として適当か審査・認定を行う。 

県 

⑤事業に関連したお礼の進呈 
 （銘板に氏名を記載、現地ツアーに招待など） 

③寄付金を担当部署・団体へ 

ふるさと納税の新しい仕組みアイデア① 

事業の実施主体 

または 

④事業の実施 
＜事業例＞ 
 １．歴史的建造物の復元 
 ２．空き家対策（空き家見学ツアー） 
 ３．地域魅力発信（タウン誌作成） 



ふるさと母校応援 

県 

②ホームページで各校
の事業を紹介 

・寄付の１/２ 
   指定先の高校へ 
・寄付の１/２ 
   経済的な支援を要する生 
  徒への支援等（県全体の高  
  校教育に活用） 

＜周年事業支援＞ 

 ・設立〇〇周年記念として、同窓会が校舎整備
等を行う場合にふるさと納税の税額控除を適用 

部活の支援、記念講演会など 

県内の県立・私立高校 

  （全国） 
   同窓会 

働
き
か
け 

＜通常活動支援＞ 

 ・卒業生等が高校を指定して県へふるさと納税
として寄付 

寄付 

寄
付 

（全国） 
 同郷会、同
窓会のみな
さんなど 

卒業生 

卒業生 

寄
付 

働
き
か
け 

校舎整備など 

ふるさと納税の新しい仕組みアイデア② 



寄付金の流れ 

＜お礼＞ 

・記念証 

（選択式） 
・記念日の地元新聞（ラミネート加工版） 
・出身市町のふるさと百景写真 

・伝統工芸の記念品  等 

定年退職     就職  結婚、出産 

②お礼（記念証） 

 
 

（一
万
円
以
上
） 

①
寄
付 

県 

＜概要＞ 
   ・寄付者にとっての特別な日を記念してふるさとへ寄付してもらう。 

   ・記念証を送り、ふるさとの親族、本人、県がともに寄付者の記念日を祝う。 

ふるさとへの記念日納税 

ふるさと納税の新しい仕組みアイデア③ 



マイポータル 

寄附の情報（データ） 

ワンクリック 
で情報連携 

B市役所 勤務先 

確定申告書データの提出 
（源泉徴収票・領収書は不要） 

税務署 

住所地のA市役所 給与支払報告書 

寄附 

寄附者 

マイポータル活用による簡素化案 

＜概要＞ 
  ・マイポータルには、寄附金領収書と源泉徴収票のデータが集まる 
  ・確定申告書はそのデータをｅ－Ｔａｘ（国税電子申告・納税システム）に取り込むだけで自動的に完成 
  ・確定申告手続は確定申告書データを税務署に送信するだけで完了 

難しい計算や確定申告書の作成
が簡単に！ 

e-Tax 

年末調整の情報（データ） 

http://matome.naver.jp/odai/2135952605839897101/2138923334319653603

